
-

近
世
期
に
お
け
る
村
荒
廃
と
善
行
指
導

　
近
世
中
・
末
期
の
藩
庁
史
料
・
村
方
史
料
の
中
に
は
、
善
行
褒
賞
に
か
か
お
る

史
料
が
極
め
て
多
い
。
そ
の
理
由
は
、
揺
ら
ぎ
始
め
た
序
列
社
会
と
し
て
の
幕
藩

体
制
を
再
構
築
す
る
た
め
の
、
幕
府
や
領
主
の
Ｔ
大
施
策
に
起
因
す
る
。

　
封
建
社
会
は
「
格
」
「
序
列
」
の
社
会
で
あ
る
。
大
名
に
は
「
親
藩
」
「
譜
代
」

　
「
外
様
」
の
「
格
」
が
付
さ
れ
、
こ
の
格
は
江
戸
城
中
で
の
「
詰
め
の
間
」
で
も

厳
格
な
序
列
が
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
参
勤
交
代
の
途
次
、
道
中
で
の
「
供
仕

立
て
」
や
、
江
戸
に
お
け
る
滞
留
屋
敷
の
「
門
構
え
」
に
至
る
ま
で
、
厳
し
い
「
格
」

に
よ
る
規
制
が
加
え
ら
れ
て
い
た
。

　
こ
の
「
格
」
は
、
単
に
大
名
ば
か
り
で
な
く
、
家
臣
を
は
じ
め
百
姓
・
町
人
・

工
人
な
ど
に
ま
で
及
び
、
そ
れ
は
更
に
そ
れ
ぞ
れ
の
内
部
に
あ
っ
て
ま
で
厳
し
い

階
級
制
度
で
規
制
さ
れ
て
い
た
。

　
江
戸
末
期
、
幕
府
や
藩
の
財
政
が
困
窮
し
、
特
に
嘉
氷
期
以
降
、
軍
備
の
た
め

の
莫
大
な
資
金
を
必
要
と
す
る
様
に
な
る
と
、
幕
府
や
領
主
に
よ
り
半
強
制
的
な

　
「
献
金
」
が
要
請
さ
れ
、
そ
の
結
果
い
わ
ば
交
換
条
件
と
し
て
「
分
」
に
余
る
「
身

分
」
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
農
民
に
限
っ
て
い
え
ば
「
庄
屋
格
」
「
目
見
格
」
な
ど
封
建
社
会
を
支
え
た
根
本

的
な
身
分
制
度
に
「
身
分
詐
称
」
が
公
認
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
が
体
制
自

体
を
崩
壊
さ
せ
る
一
大
要
因
に
も
連
な
っ
た
。

後
　
　
藤

重
　
　
巳

　
豊
後
岡
藩
の
天
保
八
年
の
「
郷
中
御
箇
条
書
」
の
中
に
は

　
一
、
近
年
、
庄
屋
共
献
納
二
寄
、
昇
進
御
免
筋
拝
領
物
等
有
之
候
処
、
新
古
老
若

　
　
之
差
別
摂
二
相
成
、
没
前
心
掛
之
精
練
致
混
雑
候
二
付
、
以
来
容
易
之
儀
ヲ

　
　
以
不
相
成
候
事

な
る
一
か
条
が
見
え
、
献
納
に
よ
り
身
分
が
昇
進
し
、
こ
れ
が
た
め
に
「
新
古
老

若
之
差
別
」
も
な
く
な
り
、
旧
来
の
社
会
的
序
列
の
崩
壊
に
と
も
な
う
混
乱
の
生

じ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
身
分
制
度
の
解
体
と
と
も
に
、
次
第
に
変
質
し
て
い
く
領
内
秩
序
を

　
「
褒
賞
」
と
い
う
美
辞
を
も
っ
て
儒
教
的
理
念
指
導
の
も
と
に
、
人
情
を
く
す
ぐ

る
こ
と
に
よ
っ
て
再
生
維
持
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
「
孝
義
辰
夫
録
」
に
よ
る
と
小
倉
藩
小
笠
原
氏
領
で
の
「
旅
衣
サ
記
事
は
天
明

期
に
見
え
は
じ
め
寛
政
期
を
ピ
ー
ク
と
し
て
以
降
、
天
保
こ
易
水
・
安
政
・
文
久

期
と
続
け
ら
れ
、
領
内
の
百
姓
の
う
ち
「
孝
行
者
」
「
貞
実
者
」
「
農
業
出
精
者
」

　
コ
番
皆
済
者
」
な
ど
が
褒
賞
さ
れ
て
い
る
。

　
す
な
わ
ち
、
同
「
孝
義
旅
夫
録
」
後
編
目
録
に
よ
る
と
仲
津
郡
元
水
干
永
で
は
、

天
明
八
年
、
元
永
村
の
長
蔵
な
る
百
姓
が
「
孝
行
」
を
理
由
に
褒
賞
さ
れ
た
の
を

は
じ
め
、
寛
政
八
年
に
は
「
孝
行
者
」
と
し
て
金
七
ほ
か
二
名
、
「
貞
実
者
」
と
し

て
源
太
郎
以
下
二
十
三
名
、
又
年
貢
の
「
早
皆
済
」
を
理
由
に
元
水
村
の
善
七
以

下
三
名
の
百
姓
が
褒
美
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。

　
江
戸
幕
府
は
享
保
改
革
に
際
し
、
享
保
五
年
か
ら
六
年
に
か
け
て
「
農
村
統
治

１



令
」
や
「
農
商
孝
義
者
褒
賞
制
」
を
発
布
し
た
。

　
そ
の
目
的
は
外
で
も
な
く
「
人
に
分
限
を
守
り
奢
侈
を
去
り
、
風
俗
を
善
化
す

る
」
こ
と
に
よ
っ
て
、
支
配
体
制
の
強
化
を
図
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

　
宝
暦
時
代
以
降
の
幕
令
の
中
に
は
「
奇
特
者
褒
賞
」
の
事
例
が
多
く
見
え
て
く

る
が
、
抜
裏
貧
者
の
行
状
が
、
ま
と
ま
っ
た
行
状
記
と
し
て
集
成
さ
れ
る
の
は
寛

政
改
革
に
際
し
て
の
法
令
を
期
と
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
寛
政
元
年

三
月
、
御
指
定
奉
行
の
達
し
に
よ
る
と

　
　
前
々
よ
り
孝
行
又
は
奇
特
成
儀
有
之
候
て
御
料
所
在
町
共
、
御
褒
美
等
も
有

　
　
之
候
程
之
者
書
メ
有
之
分
は
、
国
所
・
名
前
等
井
其
行
状
認
取
候
て
取
可
差

　
　
ト
候
。

　
一
、
私
領
在
所
も
右
同
様
褒
美
等
も
い
た
し
候
ほ
ど
の
も
の
井
其
行
状
委
細
書
留

　
　
メ
有
之
親
分
ハ
、
認
候
て
可
差
出
。

　
右
之
趣
は
、
御
急
之
儀
ニ
ハ
無
之
候
。
私
領
之
分
も
追
々
ニ
見
合
い
た
し
、
尤

　
連
々
取
集
、
両
三
年
内
ニ
モ
相
揃
候
様
二
可
抜
致
候
。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
続
い
て
、
寛
政
十
年
五
月
に
は
「
孝
行
・
奇
特
者
」
の
調
査
が
命
ぜ
ら
れ
、
こ

の
今
は
、
文
化
七
年
十
二
月
に
も
出
さ
れ
た
。

　
小
倉
藩
に
お
け
る
「
孝
義
旅
衣
録
」
も
こ
う
し
た
背
景
の
も
と
に
な
っ
た
史
料

を
主
体
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
褒
賞
の
事
例
は
『
扇
城
遺
文
』
に
は
、
江
戸
中
期
以
降
に
お
け
る
中
津
城
下
町

人
に
対
す
る
褒
賞
の
事
例
を
七
次
に
わ
た
っ
て
収
録
し
て
い
る
が
、
褒
賞
理
由
は

　
「
老
母
孝
心
」
「
奉
公
実
貞
」
「
御
用
銀
出
精
」
「
器
物
差
上
」
「
白
米
差
出
」
「
病
中

取
扱
方
宜
敷
」
「
職
方
心
掛
立
敷
」
な
ど
様
々
で
あ
っ
た
。

　
一
方
、
こ
れ
ら
善
行
褒
賞
に
反
し
て
「
不
屈
者
」
に
対
し
て
は
懲
罰
が
あ
り
、

多
く
の
場
合
は
「
見
懲
ら
し
」
す
な
わ
ち
、
民
衆
の
眼
前
に
お
い
て
罰
し
、
「
見
せ

し
め
」
と
す
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。

　
江
戸
末
期
の
諸
藩
法
の
箇
条
の
中
に
は
若
年
の
村
庄
屋
が
、
そ
の
職
務
の
何
た

る
か
を
忘
れ
、
生
活
は
華
美
に
流
れ
、
農
村
・
農
民
指
導
を
塀
怠
し
て
い
る
点
を

指
摘
し
て
い
る
内
容
の
も
の
が
多
く
、
こ
の
期
の
農
村
社
会
は
、
も
は
や
再
起
し

難
い
ほ
ど
の
政
治
的
・
経
済
的
・
風
俗
的
に
行
き
詰
っ
た
状
態
に
あ
っ
た
。
こ
う

し
た
農
村
社
会
の
中
に
あ
っ
て
、
農
村
の
荒
廃
、
そ
れ
は
幕
府
や
藩
の
財
政
を
直

撃
す
る
た
め
中
期
以
降
の
法
令
箇
条
中
に
は
、
村
内
子
余
地
の
村
共
同
耕
作
（
村

冠
り
・
村
惣
作
）
を
奨
励
す
る
も
の
、
分
散
百
姓
の
遊
民
化
を
防
止
す
る
も
の
、

荒
換
地
の
再
開
発
の
奨
励
な
ど
、
懸
命
な
施
策
を
講
ず
る
箇
条
が
多
く
見
ら
れ
る

一
方
、
新
田
開
発
を
奨
励
し
、
耕
地
の
拡
大
を
も
図
る
な
ど
積
極
的
な
施
策
を
示

す
も
の
が
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
う
ち
新
田
開
発
政
策
を
例
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
識
者
の
間
か
ら

は
「
当
時
は
、
大
造
の
金
銀
・
人
力
を
費
し
、
海
面
を
仕
切
、
新
開
杯
御
仕
立
候

得
共
」
と
評
さ
れ
、
新
開
政
策
よ
り
も
、
殖
産
政
策
の
方
が
「
新
開
之
万
歩
一
も

御
費
無
之
、
年
々
新
開
ヲ
耕
作
壮
観
、
是
久
万
歩
一
も
千
人
方
無
之
」
新
し
い
産

業
と
し
て
の
櫨
の
栽
培
方
策
に
転
換
す
べ
き
だ
と
酷
評
さ
れ
る
始
末
で
あ
っ
た
。

　
天
保
九
年
、
西
国
筋
郡
代
の
発
し
た
達
に
よ
る
と
、

　
当
郡
（
宇
佐
）
の
儀
は
、
地
所
も
打
ち
開
け
、
山
よ
り
と
て
も
格
別
深
山
に
も

　
無
之
、
宜
し
き
場
所
に
観
処
、
兎
角
作
方
も
十
分
に
相
見
え
ず
、
少
し
の
不
作

　
に
も
、
難
渋
の
小
的
が
多
く
、
そ
の
日
暮
し
の
如
く
に
相
見
え
、
薄
情
に
成
り

　
行
き
、
百
姓
方
に
は
、
有
る
ま
じ
き
訳
に
観
（
以
下
略
）
。

と
指
摘
し
、
こ
の
原
因
が
「
つ
け
買
い
」
の
悪
習
に
起
因
す
る
と
し
、
こ
の
結
果

　
「
幕
に
至
り
、
是
は
と
驚
き
教
程
、
払
方
か
さ
み
」
「
混
雑
・
難
渋
に
及
び
」
「
拠

な
く
家
財
ま
で
取
り
散
ら
し
」
、
夜
逃
げ
・
家
族
解
散
の
結
果
も
生
み
「
家
族
睦
じ

く
」
暮
ら
せ
な
い
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。

　
農
村
の
荒
廃
は
、
耕
地
と
労
働
力
の
バ
ラ
ン
ス
の
壊
れ
、
農
民
の
労
働
意
欲
の

欠
如
、
商
業
資
本
の
農
村
浸
透
な
ど
様
々
な
原
因
に
よ
っ
た
。

　
無
耕
生
地
の
発
生
に
は
「
聞
所
田
地
」
「
取
上
田
地
」
な
ど
犯
罪
の
科
に
よ
り
没

収
さ
れ
た
耕
地
の
外
欠
落
・
逐
電
百
姓
・
旧
所
持
耕
地
な
ど
罪
科
と
認
定
さ
れ
な

い
者
の
所
有
地
を
「
取
上
げ
」
に
し
た
「
上
り
田
」
及
び
年
貢
米
進
が
続
き
、
潰

れ
百
姓
と
な
り
、
耕
地
を
「
上
げ
田
地
」
に
し
た
場
合
な
ど
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
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ら
の
耕
地
は
、
い
ず
れ
も
人
杜
に
よ
る
個
人
へ
の
売
却
、
縁
故
者
に
よ
る
相
続
の

外
に
、
村
惣
作
、
小
作
な
ど
の
方
法
で
耕
営
さ
れ
る
仕
法
と
な
っ
て
い
た
。

　
宝
暦
元
年
の
中
津
藩
法
令
の
一
条
に
、

　
未
進
借
金
等
に
て
、
分
敏
之
百
姓
有
之
時
は
、
庄
屋
其
外
村
役
人
出
精
取
計
、

　
貸
鼓
者
も
損
失
無
之
様
に
訳
を
立
、
借
り
主
も
、
田
地
に
不
離
様
に
可
致
世
話

　
候
、
是
非
分
散
致
儀
有
之
時
、
庄
屋
拝
借
主
双
方
右
其
訳
申
出
候
上
に
て
、
庄

　
屋
取
計
可
申
鼓
、
其
村
中
に
負
せ
置
鼓
由
、
決
て
左
様
之
議
致
ま
じ
き
事
。

と
あ
り
、
右
の
主
旨
は
借
金
等
で
、
経
済
的
に
行
き
詰
ま
っ
た
百
姓
の
一
家
分
散

を
防
止
し
、
い
わ
ゆ
る
「
潰
れ
百
姓
」
の
続
出
を
防
ぎ
、
村
内
耕
地
の
荒
廃
を
予

防
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
是
非
な
く
農
民
一
家
が
分
散
し
た
場
合
、
そ
の
耕

地
は
、
村
惣
作
と
さ
れ
る
が
、
そ
こ
に
ま
で
至
ら
せ
ま
い
と
し
よ
う
と
す
る
の
が
、

こ
の
法
令
の
主
旨
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
外
、
同
年
の
法
令
中
に
は
、

　
貧
窮
な
る
百
姓
、
下
人
も
無
之
者
相
煩
、
柾
付
・
千
人
相
成
難
儀
に
お
よ
び
鼓

　
者
を
ば
同
様
釣
合
、
耕
作
仕
付
、
田
畑
荒
し
申
す
ま
じ
く
候
、
常
に
庄
屋
、
可

　
申
付
置
鼓
事
。

と
い
う
箇
条
や

　
一
、
高
特
百
姓
潰
レ
、
春
に
成
り
、
根
付
け
前
に
斯
自
性
と
名
を
替
へ
、
高
特
に

　
　
致
す
ま
じ
く
鼓
、
新
7
‐
日
姓
大
鼓
ハ
ハ
、
委
細
其
訳
書
付
、
願
可
申
出
候
事
。

　
一
、
只
今
迄
悪
所
之
箇
所
、
荒
地
等
有
之
村
は
、
水
呑
百
姓
に
て
も
誰
に
不
依
、

　
　
少
之
渡
世
に
可
相
成
候
ハ
ハ
、
何
方
に
て
も
作
り
可
申
鼓
。
左
傾
ハ
ハ
、
其

　
　
段
可
中
出
鼓
。
詮
議
之
上
、
鍬
下
年
貢
指
免
、
夫
食
農
具
等
は
相
応
相
渡
可

　
　
申
候
。

な
ど
の
条
目
が
見
え
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
箇
条
は
、
困
窮
百
姓
の
植
付
不
能
に
際
し
て
村
方
の
助
成
、
潰
れ
百

姓
の
不
正
な
助
成
受
給
、
悪
所
・
荒
地
の
耕
作
代
替
を
兼
ね
た
水
呑
百
姓
の
救
済

を
命
じ
た
も
の
で
、
す
で
に
十
七
世
紀
中
葉
の
宝
暦
期
に
如
何
と
も
な
ら
な
い
農

村
荒
廃
の
事
実
が
生
じ
て
お
り
、
そ
の
対
策
に
苦
慮
し
て
い
る
様
子
を
如
実
に
示

し
て
い
る
。

　
　
　
　
二

　
農
村
・
農
民
の
困
窮
に
及
ぶ
原
因
は
「
作
毛
之
善
悪
斗
ニ
モ
無
之
」
と
指
摘
さ

れ
る
よ
う
に
、
他
に
様
々
の
要
因
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
複
合
的
作
用
に
よ
る
と
こ

ろ
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
中
津
藩
法
令
で
は
、
高
利
の
米
銀
を
貸
し
付
け
、
「
非
道
之

致
方
を
以
、
田
地
家
屋
敷
」
を
取
り
、
「
諸
借
申
出
来
米
等
、
御
年
貢
と
一
同
に
打

込
勘
定
」
を
す
る
不
正
が
あ
り
、
そ
の
上
に
「
出
米
に
色
々
之
諸
用
も
込
、
来
進
」

と
し
て
取
り
立
て
る
な
ど
す
る
た
め
に
「
年
々
二
食
、
家
数
次
第
二
相
滅
」
る
の

だ
と
指
摘
し
、
続
け
て
。

　
　
（
上
略
）
或
ハ
田
地
免
之
位
を
取
替
取
上
、
田
地
も
宜
地
面
者
千
前
に
作
り
。

　
悪
所
者
余
地
紋
振
替
出
奴
僕
も
有
之
、
悪
田
仕
入
之
分
者
、
兼
て
上
右
之
御
物

　
入
二
相
成
候
、
万
不
直
之
致
方
多
相
成
二
付
、
次
第
に
衰
、
作
之
千
人
も
不
相

　
成
、
清
二
及
奴
（
下
略
）
。

と
述
べ
て
、
強
者
に
よ
る
不
正
な
「
地
位
」
の
付
け
替
え
や
、
良
田
の
占
有
が
、

困
窮
百
姓
を
し
て
、
益
々
貧
困
化
さ
せ
て
い
る
の
だ
と
い
う
。

　
幕
府
は
、
す
で
に
初
期
政
策
と
し
て
困
窮
百
姓
の
耕
地
か
ら
の
遊
離
を
防
止
す

る
目
的
か
ら
、
田
畑
永
代
売
買
禁
令
を
発
し
て
対
策
を
講
じ
た
が
、
窮
民
の
救
済

の
目
的
か
ら
、
田
地
の
質
入
れ
は
定
法
の
下
で
の
み
こ
れ
を
認
め
た
。
い
わ
ゆ
る

　
「
年
季
売
」
で
あ
る
。
こ
の
析
の
附
帯
条
件
の
Ｉ
つ
に
い
わ
ば
選
抜
の
禁
止
事
項

が
あ
る
。
こ
れ
は
、
耕
地
の
質
入
れ
の
際
、
地
位
の
高
い
、
つ
ま
り
上
質
の
田
畑

ば
か
り
を
選
ん
で
「
質
種
（
草
）
」
と
す
る
こ
と
を
禁
止
し
た
も
の
で
、
そ
の
理
由

は
、
困
窮
百
姓
の
手
元
に
生
産
性
の
低
い
悪
田
ば
か
り
が
残
る
の
を
防
止
す
る
こ

と
に
あ
っ
た
。

　
古
く
正
徳
五
年
十
月
、
幕
領
豊
後
玖
珠
郡
粟
野
村
百
姓
の
平
蔵
は
、
こ
れ
よ
り

前
、
村
内
百
姓
源
蔵
「
名
付
」
地
の
上
田
九
献
十
八
歩
以
下
、
十
七
単
一
町
六
反

七
畝
余
の
反
別
、
惣
石
高
十
九
五
二
斗
九
升
余
の
水
田
及
び
、
十
三
筆
反
別
一
町

３



ハ
反
五
畝
余
の
「
村
惣
作
」
耕
地
を
受
け
取
り
耕
営
を
始
め
た
。
こ
の
析
に
作
成

さ
れ
た
「
粟
野
村
惣
作
田
畑
請
取
証
文
」
に
よ
る
と
、
田
方
十
七
筆
中
、
上
田
二

筆
、
中
田
三
筆
、
残
る
十
五
筆
は
下
田
で
あ
っ
た
。
ま
た
畑
方
で
は
、
計
十
三
筆

の
う
ち
、
上
畑
と
中
畑
と
が
そ
れ
ぞ
れ
一
筆
で
、
六
筆
は
下
畑
、
残
る
五
筆
が
新

下
畑
で
あ
っ
た
。

　
「
名
付
」
人
、
す
な
わ
ち
旧
地
主
（
所
有
者
）
は
、
源
蔵
以
下
九
人
、
田
畑
畝
は

反
別
で
計
一
町
八
反
五
畝
一
歩
、
石
高
計
は
二
十
石
九
斗
七
升
八
合
九
勺
で
あ
っ

た
。

　
粟
野
村
の
村
惣
作
と
な
っ
て
い
た
耕
地
の
多
く
が
、
下
田
・
下
畑
こ
耕
下
畑
に

集
中
す
る
傾
向
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
が
、
受
取
人
（
新
地
主
）
平
蔵
は
、
村

に
対
し
て
こ
の
折
、
左
の
如
き
約
諾
を
な
し
て
い
る
。

　
右
之
地
高
、
今
度
村
中
相
談
の
上
、
拙
者
方
所
監
仕
候
様
二
連
判
を
以
御
渡

　
し
、
慎
受
取
中
奴
、
然
上
ハ
、
右
地
方
、
何
様
之
儀
御
座
奴
と
も
、
村
中
へ
指
戻

　
し
中
間
敷
候
、
尤
選
抜
買
入
候
儀
仕
間
敷
候
、
若
拙
者
御
百
姓
相
勤
奴
僕
、
難

　
叶
節
ハ
、
右
地
方
受
合
人
方
へ
請
取
、
村
中
二
指
返
奴
儀
、
致
間
徴
候
、
為
其
、

　
請
人
相
立
連
判
証
文
、
掲
如
件
。

　
右
の
証
文
の
文
言
中
に
は
「
何
様
之
儀
御
座
候
と
も
、
村
中
へ
指
戻
中
間
徴
」

と
「
選
抜
質
入
候
僕
仕
間
敷
」
と
い
う
、
二
つ
の
大
き
な
誓
約
事
項
が
あ
る
。

　
こ
の
証
文
の
内
容
は
、
す
で
に
こ
の
時
期
に
、
惣
作
化
し
て
い
た
耕
地
が
、
一

度
個
人
耕
常
に
移
っ
た
の
ち
、
何
ら
か
の
理
由
に
よ
っ
て
「
指
戻
」
つ
ま
り
再
び

惣
作
に
転
じ
、
不
都
合
を
か
こ
っ
た
事
実
の
あ
っ
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
ま

た
、
そ
う
し
た
惣
作
受
取
地
を
質
入
れ
す
る
に
際
し
、
一
部
耕
地
の
み
を
自
作
地

と
し
て
保
有
、
「
選
び
抜
」
き
、
他
を
質
入
れ
す
る
事
例
の
存
在
し
た
こ
と
を
も
物

語
っ
て
い
る
。
更
に
、
惣
作
受
取
人
が
、
已
む
を
得
ず
そ
の
耕
地
を
手
離
す
際
に

も
、
も
と
の
惣
作
に
返
す
の
で
は
な
く
、
「
請
人
」
が
責
任
を
持
つ
と
述
べ
る
。

　
本
ｙ
日
姓
体
制
の
も
と
、
「
耕
地
は
作
人
の
も
の
」
と
い
う
根
本
原
則
か
ら
見
れ

ば
、
「
惣
作
」
と
い
う
耕
地
の
耕
営
形
態
は
非
常
手
段
で
し
か
な
く
、
耕
地
が
百
姓

の
所
有
を
離
れ
、
惣
作
と
い
う
耕
営
形
態
に
移
る
こ
と
を
極
力
防
止
し
よ
う
と
し

た
社
会
的
背
景
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
こ
の
栗
野
村
に
お
け
る
惣
作
地
が
、
一
部
百
姓
に
よ
っ
て
「
受
免
」
と
し
て
耕

作
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
は
、
享
保
十
八
年
九
月
二
日
の
「
惣
作
定
米
大
豆
焉
」
）

に
よ
っ
て
推
測
さ
れ
る
。

　
こ
の
史
料
に
よ
る
と
、
粟
野
村
惣
作
耕
地
の
内
に
は
、
「
定
米
大
豆
」
二
十
六
石

九
升
ハ
合
の
中
に
、
ハ
件
の
「
受
免
」
作
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
す
な
わ
ち
、
「
と
び

の
す
」
な
る
小
字
の
「
御
蔵
米
」
に
つ
い
て
は
、

　
御
蔵
米
四
石
　
　
半
左
衛
門
作
程
節

　
　
当
年
ハ
、
三
石
八
斗
二
清
盲
愛
免
作
中
程

　
一
、
同
　
五
斗
五
升
　
　
　
由
三
郎
作

　
一
、
同
　
壱
石
四
斗
　
　
　
茂
平
作

な
ど
の
記
述
を
見
る
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る
。

　
「
と
び
の
す
」
の
御
蔵
米
に
限
っ
て
見
る
と
、
当
年
は
、
三
石
ハ
斗
で
、
清
書
が

受
負
っ
て
い
る
が
、
そ
の
前
に
は
、
半
左
衛
門
の
作
で
、
そ
の
析
は
、
四
石
高
の

作
高
で
あ
っ
た
。

　
半
左
衛
門
受
免
、
清
書
の
受
免
が
、
単
年
な
の
か
複
数
年
な
の
か
を
知
り
得
る

史
料
は
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
ろ
、
受
作
人
が
交
代
し
て
い
た
事
実
を
知
り
得
る
。

　
農
業
を
放
棄
し
、
家
を
分
散
し
た
農
民
が
、
「
潰
れ
百
姓
」
「
絶
株
」
で
あ
り
、

耕
土
を
失
っ
た
耕
地
が
「
手
余
地
」
で
あ
る
。

　
先
に
も
見
た
様
に
、
幕
府
で
は
、
こ
う
し
た
廃
絶
し
た
百
姓
の
無
主
耕
地
を
耕

営
す
る
た
め
、
村
の
共
同
責
任
に
よ
る
「
惣
作
」
を
推
進
し
よ
う
と
し
た
が
、
惣

作
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
無
主
耕
地
に
は
、
必
然
的
に
累
積
す
る
未
遂
年
貢
が

伴
な
う
た
め
、
こ
れ
を
請
負
う
村
や
、
小
作
す
る
農
民
に
は
歓
迎
さ
れ
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
こ
う
し
た
無
主
耕
地
に
は
、
特
別
な
減
免
措
置
が
と
ら
れ
た
が
、
必
ず

し
も
効
を
奏
し
な
か
っ
た
。

４



　
　
　
　
三

　
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
三
月
、

源
四
郎
は
、
中
津
藩
庁
か
ら
次
の
如
き

郡
曽
木
組
西
屋
形
村
の
百
姓
・

け
た
。

其
方
儀
、
兼
て
実
妹
二
有
之
、
親
代
は
極
難
渋
相
算
候
由
之
処
、
当
時
代
石
高

程
致
自
作
、
猶
縁
家
手
余
り
地
等
引
受
、
万
端
世
話
行
届
、
依
之
昼
夜
農
業
致

出
精
、
諸
上
納
物
等
、
村
役
人
世
話
不
相
成
、
家
内
一
統
睦
敷
和
算
候
趣
、
旁

奇
特
之
至
候
、
掲
之
、
為
褒
美
、
鳥
目
七
百
文
為
取
候
、
北
上
弥
可
和
励
者
也
。

右
に
よ
る
と
、
源
四
郎
は
、
親
の
代
に
は
極
難
渋
の
う
ち
に
生
活
し
て
い
た
が
、

源
四
郎
の
代
に
入
っ
て
は
、
二
石
の
高
特
に
な
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
親
類
縁
者

の
「
手
余
地
」
な
ど
を
入
手
し
て
耕
作
、
昼
夜
農
業
に
出
精
す
る
ば
か
り
で
な
く
、

上
納
物
も
自
発
的
に
完
納
し
、
家
内
の
暮
し
も
Ｉ
層
睦
し
く
、
甚
だ
奇
特
で
あ
る

の
で
、
鳥
目
七
〇
〇
文
を
賞
与
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

同
じ
三
月
、
東
屋
形
村
の
百
姓
要
害
へ
の
賞
状
に
は
、

其
方
儀
、
兼
て
実
妹
有
之
、
先
年
村
方
絶
株
弐
軒
引
受
、
悪
地
之
分
ヲ
熟
達
作

り
成
、
当
時
高
六
石
九
斗
余
自
作
い
た
し
、
三
夫
婦
同
居
之
所
、
家
内
一
統
睦

敷
農
事
致
出
精
、
諸
上
納
物
等
村
役
人
世
話
不
相
成
、
且
、
養
父
弥
三
吉
儀
、

先
年
助
精
等
之
奇
特
有
之
、
賞
置
候
処
、
其
後
も
不
相
食
難
渋
も
の
に
、
年
々

少
々
宛
助
精
い
た
し
候
趣
、
当
分
両
親
へ
も
丁
寧
相
仕
事
へ
、
奇
特
之
至
二
候
、

依
之
、
為
褒
美
鳥
目
次
貫
文
為
取
之
候
、
北
上
弥
可
相
励
者
也
。

と
見
え
て
い
る
。
要
害
は
、
村
内
の
「
絶
株
」
二
軒
分
の
耕
地
を
引
き
受
け
、
悪

地
を
耕
作
、
順
調
な
耕
地
に
作
り
な
す
な
ど
の
他
、
年
貢
の
上
納
で
も
先
の
源
四

郎
同
様
、
自
発
的
に
完
納
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
養
父
弥
三
吉
と
も
ど
も
、
村
内

困
窮
者
へ
の
「
助
精
」
を
行
な
い
続
け
て
い
る
こ
と
が
奇
特
と
さ
れ
、
鳥
目
二
貫

文
を
賞
与
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
源
四
郎
や
要
害
は
、
人
柄
実
姉
に
し
て
農
業
に
出
精
、
村
内
の
「
手
余
地
」
や

　
「
絶
株
」
を
引
き
受
け
て
耕
作
し
、
諸
上
納
物
を
自
発
的
に
上
納
完
済
す
る
「
模

範
百
妊
」
で
あ
っ
た
が
、
一
方
、
村
内
に
は
窮
民
と
し
て
、
「
御
上
」
の
助
成
を
受

け
る
百
姓
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

　
「
記
録
帳
」
に
よ
る
と
、
「
善
行
褒
賞
」
は
更
に
続
き
、
天
保
十
五
年
二
月
の
東

屋
形
村
の
八
百
害
、
束
屋
形
村
の
恵
四
郎
、
弘
化
三
年
三
月
の
東
屋
形
村
惣
前
・

惣
右
衛
門
・
幸
平
・
豊
前
・
小
右
衛
門
・
重
前
な
ど
の
例
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
天
保
十
五
年
二
月
の
八
百
害
の
場
合
、
「
実
姉
」
に
し
て
「
家
内
多
人
数
」
に
あ

り
な
が
ら
、
コ
同
申
し
合
せ
」
て
「
農
事
一
偏
に
差
人
」
り
、
悪
地
を
引
請
け
ニ

石
余
を
自
作
、
こ
れ
を
「
熟
地
」
に
作
り
な
し
、
諸
上
絹
物
も
役
人
の
世
話
に
な

ら
ず
、
率
先
し
て
上
納
す
る
奇
特
さ
を
褒
め
ら
れ
た
。

　
恵
四
郎
の
場
合
は
、
親
代
は
極
難
渋
に
あ
っ
た
が
、
農
業
出
精
の
結
果
、
二
石

余
り
の
自
作
地
を
耕
し
、
去
る
天
保
七
年
の
凶
作
に
際
し
て
は
、
村
方
難
渋
者
に

雑
穀
の
助
成
を
し
た
こ
と
を
理
由
に
賞
せ
ら
れ
た
。

　
弘
化
三
年
三
月
の
惣
前
賞
与
の
理
由
は
、

　
兼
て
実
妹
に
有
之
、
凶
年
之
砺
、
両
親
相
果
、
極
難
渋
之
所
、
数
年
之
間
奉
公

　
稼
い
た
し
、
給
金
を
以
、
居
家
相
立
、
昼
夜
農
業
致
出
精
、
追
々
田
畑
相
増
、

　
当
時
七
石
高
余
致
自
作
、
尚
又
、
幼
年
の
甥
、
養
育
致
候
者
無
之
所
よ
り
、
自

　
分
引
受
、
万
事
世
話
い
た
し
、
家
内
一
続
映
数
、
話
上
絹
物
村
役
人
の
世
話
不

　
相
成
（
下
略
）
。

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
惣
右
衛
門
・
幸
平
の
場
合
は
、
惣
平
は
他
村
か
ら
の
大
養
子
で
あ
っ
た
が
、
そ

の
頃
の
質
大
田
を
請
戻
し
、
四
石
の
自
作
百
姓
に
な
り
、
幸
平
も
、
親
代
の
質
大

田
地
を
請
返
し
、
増
高
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
賞
さ
れ
た
。

　
豊
助
は
、
親
か
ら
の
相
続
高
二
斗
、
居
家
も
な
い
程
に
難
渋
し
て
い
た
も
の
を
、

農
業
に
出
精
、
先
の
天
保
七
年
の
凶
作
で
生
じ
た
親
類
、
組
内
の
「
絶
株
」
三
軒

５



の
悪
地
を
引
受
け
、
耕
作
世
話
を
し
た
と
い
う
理
由
に
よ
っ
て
褒
め
ら
れ
た
。

　
小
右
衛
門
は
、
東
屋
形
村
の
年
寄
役
で
あ
っ
た
が
「
平
常
小
前
者
江
中
諭
方
行

届
」
い
た
こ
と
を
理
由
に
さ
れ
、
鳥
目
二
貫
五
〇
〇
匁
を
賞
与
さ
れ
た
。

　
三
年
四
月
、
西
屋
形
村
百
姓
重
助
の
場
合
は
、
天
保
九
年
の
疫
病
流
行
の
析
、

藩
か
ら
の
施
楽
で
快
癒
し
た
こ
と
を
感
謝
し
、
天
保
十
三
年
、
藩
主
昌
猷
の
死
去

以
降
、
そ
の
命
日
に
旦
那
寺
に
「
上
げ
物
」
を
し
、
其
の
後
も
、
怠
り
な
く
御
経

を
上
げ
続
け
る
こ
と
を
先
ず
賞
し
、
他
家
に
嫁
い
だ
妹
及
び
そ
の
子
の
世
話
も
行

届
い
た
理
由
で
、
小
麦
二
俵
を
賞
与
さ
れ
た
。

　
嘉
永
三
年
二
月
の
西
屋
形
村
百
姓
徳
右
衛
門
の
場
合
を
、
詳
し
く
見
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曽
木
組
西
屋
形
村
百
姓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
徳
右
衛
門
汀

　
其
方
儀
、
兼
て
実
妹
二
有
之
、
先
年
兄
順
蔵
よ
り
別
家
之
節
は
屋
飯
高
ば
か
り

　
の
処
、
手
細
工
諸
稼
等
い
た
し
、
追
々
田
畑
相
求
め
、
猶
鴛
養
子
い
た
し
、
弐

　
石
五
斗
高
譲
渡
、
家
作
為
政
、
別
家
当
時
三
石
七
斗
高
自
作
い
た
し
、
猶
亦
、

　
本
家
順
蔵
跡
女
計
ニ
テ
難
渋
之
所
、
万
事
世
話
方
行
届
、
家
内
一
統
睦
敷
、
不
寄

　
何
事
村
役
人
約
介
不
相
成
、
御
年
貢
方
別
て
大
切
二
い
た
し
、
数
年
経
俵
念
人

　
相
勤
労
奇
特
之
至
親
、
依
之
、
為
褒
美
鳥
目
五
百
文
為
取
之
候
、
此
上
　
弥
可

　
相
勤
も
の
也
、

　
徳
右
衛
門
は
、
「
御
年
貢
方
、
別
て
大
切
ニ
い
た
」
す
、
模
範
百
姓
の
最
た
る
人

物
で
あ
っ
た
訳
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
に
あ
っ
て
、
藩
か
ら
「
御
紋
を
不
頁
者
」
も
奇
特
と
さ
れ

た
。
す
な
わ
ち
、
時
代
は
一
年
下
る
嘉
永
四
年
六
月
、
西
屋
形
村
の
新
助
ら
六
人

と
、
東
屋
形
村
の
久
右
衛
門
ら
十
四
名
の
計
二
十
名
は
、

去
秋
作
之
儀
、
格
別
之
凶
作
二
付
、
困
窮
者
共
多
く
、
去
冬
よ
り
可
及
飢
難
之

趣
相
聞
取
調
之
上
、
米
麦
等
枚
と
し
て
是
迄
度
々
為
取
之
候
、
然
ル
処
、
其
方

儀
典
、
兼
て
諸
事
心
懸
宜
敷
、
農
業
出
精
い
た
し
候
故
、
取
続
方
御
約
介
二
不

　
相
成
段
、
奇
特
之
至
二
候
、
依
之
　
褒
詞
申
渡
候
。

と
し
て
、
「
御
約
（
厄
）
介
に
不
相
成
」
百
姓
と
し
て
賞
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
褒
賞
の
方
便
も
様
々
で
あ
っ
た
訳
で
あ
る
。

　
こ
の
様
な
状
態
の
村
を
指
導
す
る
村
庄
屋
は
、
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

勧
農
を
は
じ
め
、
村
落
生
活
の
指
導
、
上
納
物
の
完
納
は
「
庄
屋
の
手
腕
」
と
さ

れ
る
立
場
に
あ
っ
た
。

　
弘
化
二
年
十
二
月
、
東
屋
形
・
西
屋
形
村
の
庄
屋
を
兼
帯
し
て
い
る
屋
形
村
庄

屋
の
権
ハ
は
、

画
材
は
格
別
之
困
窮
ニ
て
、
御
約
介
事
多
々
有
之
、
当
田
畑
廻
並
不
分
明
に
て
、

悪
地
主
附
之
者
共
、
致
難
渋
候
処
、
地
押
坪
々
取
調
、
明
細
二
相
成
候
処
よ
り
。

一
統
成
立
之
基
と
相
成
、
且
、
御
用
向
大
切
二
相
心
懸
、
麦
根
附
等
は
夜
分
重

二
相
進
め
、
昼
中
は
、
御
年
貢
拵
い
た
し
候
様
世
話
方
行
届
、
殊
二
谷
広
之
材

中
沢
百
軒
余
之
寵
、
夜
々
両
材
共
相
廻
、
諸
勝
負
事
不
紋
様
申
諭
候
よ
り
、
自

然
と
風
儀
立
直
り
、
其
上
家
内
一
統
睦
敷
有
之
趣
相
聞
、
旁
奇
特
の
至
り
（
下

略
）
。

と
し
て
、
そ
の
行
政
指
導
の
成
果
を
賞
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
時
期
の
屋
形
谷
で
は
、
耕
地
は
土
地
台
帳
と
現
況
で
は
符
合
し
な
い
「
不

分
明
」
で
、
「
悪
地
」
を
持
つ
百
姓
は
困
窮
は
な
は
だ
し
い
状
態
で
あ
っ
た
も
の

を
、
庄
屋
権
ハ
は
、
入
念
に
調
査
し
、
百
姓
が
相
続
で
き
る
様
に
努
力
し
た
い
と

い
う
も
の
で
あ
る
。

　
い
わ
ば
権
ハ
は
、
「
模
範
庄
屋
」
の
ヒ
ナ
型
で
あ
っ
た
訳
で
あ
る
。

　
天
保
十
四
年
、
下
毛
郡
三
尾
母
村
庄
屋
宗
ハ
、
平
田
村
庄
屋
正
七
が
「
御
役
」

御
免
と
な
り
、
平
田
村
跡
役
に
平
田
村
下
屋
形
村
の
庄
屋
が
兼
務
と
な
り
、
三
尾

母
村
庄
屋
に
は
、
平
田
源
吉
が
任
命
さ
れ
た
。

　
引
化
三
年
閉
五
月
八
日
、
今
行
村
兼
帯
庄
屋
孫
六
が
罷
免
さ
れ
、
跡
役
に
東
屋

形
村
庄
屋
屋
形
権
八
が
任
命
さ
れ
た
。
こ
の
日
、
平
田
村
庄
屋
兼
帯
の
孫
六
は
罷

６



免
、
伝
六
が
庄
屋
と
な
っ
た
。
三
尾
母
村
庄
屋
源
吉
は
そ
の
後
見
役
は
小
友
田
兼

帯
の
良
ハ
が
な
り
、
小
友
田
村
庄
屋
本
役
に
任
せ
ら
れ
、
三
尾
は
村
庄
屋
は
勝
造

に
命
ぜ
ら
れ
た
。

　
こ
う
し
た
村
庄
屋
の
大
規
模
な
交
代
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
経
済
的
退
転
、
行

政
的
褒
誉
・
詰
責
な
ど
様
々
な
理
由
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
具
体
的
に
は

明
ら
か
に
な
し
得
な
い
。
し
か
し
、
他
の
事
例
に
よ
っ
て
そ
の
真
意
は
推
察
さ
れ

　
日
出
藩
で
は
、
帆
足
万
里
、
闘
勝
之
ら
に
よ
る
天
保
改
革
に
際
し
、
農
村
指
導

を
強
化
す
る
方
策
と
し
て
、
大
が
か
り
な
小
庄
屋
の
配
置
転
換
を
行
な
っ
た
。
す

な
わ
ち
天
保
三
年
七
月
、
「
功
者
に
も
こ
れ
有
り
」
と
の
理
由
を
以
っ
て
、
城
下
仁

王
庄
屋
の
虎
之
助
を
、
山
間
部
の
目
指
・
久
木
野
尾
村
の
兼
帯
庄
屋
と
し
て
移
転

さ
せ
た
ほ
か
、
大
神
村
の
堅
助
を
、
上
後
河
内
村
・
下
後
河
内
村
の
兼
帯
に
、
目

指
村
の
又
兵
衛
を
南
藤
原
村
の
庄
屋
に
、
合
成
村
の
三
五
右
衛
門
を
南
畑
村
庄

屋
・
広
瀬
村
庄
屋
重
蔵
を
合
成
村
庄
屋
に
移
転
さ
せ
る
な
ど
、
「
年
来
貞
実
」
な
庄

屋
の
移
転
交
換
に
よ
っ
て
、
村
方
支
配
の
強
化
を
図
っ
た
。
一
方
、
「
兼
ね
て
心
入

れ
宜
し
か
ら
ざ
る
」
小
野
儀
兵
衛
な
ど
の
小
庄
屋
の
小
庄
屋
役
を
取
り
上
げ
処
分

に
し
た
。
改
革
で
は
、
農
村
指
導
の
問
題
が
、
重
要
項
目
の
一
つ
に
か
か
げ
ら
れ

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

五

百
姓
は
困
窮
年
々
に
募
り
、
未
進
積
り
く
て
つ
ひ
に
家
絶
え
田
地
荒
る
れ
ば
、

其
田
地
の
年
貢
を
村
中
へ
負
す
る
故
に
、
余
の
百
姓
も
又
堪
が
た
い
や
う
に
な

り
、
或
は
困
窮
に
た
へ
か
ね
て
は
農
業
を
す
て
て
、
江
戸
・
大
坂
・
城
下
く
杯

へ
移
り
て
、
商
人
と
成
る
者
も
次
第
に
多
く
、
子
多
け
れ
ば
、
一
人
は
せ
ん
か

た
な
く
百
姓
を
立
た
す
れ
ど
も
、
残
り
お
ほ
く
町
人
の
方
へ
奉
公
に
出
し
て
、

つ
ひ
に
町
人
に
な
り
な
ど
す
る
ほ
ど
に
、
い
ず
れ
の
村
に
て
も
百
姓
の
寵
は

段
々
に
す
く
な
く
な
り
て
、
田
地
荒
れ
、
郷
中
次
第
に
衰
微
す
。

と
は
、
天
明
七
年
時
点
に
お
け
る
本
居
宣
長
の
指
摘
で
あ
る
。

　
「
田
地
広
め
申
度
願
出
候
者
、
百
姓
之
本
意
」
と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
農
民
の

耕
地
へ
の
執
念
は
強
く
、
自
助
努
力
に
よ
っ
て
耕
地
を
拡
大
、
米
穀
生
産
に
励
む

は
当
然
の
所
業
で
あ
り
、
村
庄
屋
が
農
村
の
勧
農
に
出
精
す
る
の
も
極
め
て
当
然

の
職
務
で
あ
っ
て
、
本
来
、
何
ら
奇
持
と
は
な
し
難
い
。

　
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
江
戸
中
期
以
降
、
殊
に
末
期
に
入
る
と
、
百
姓
や
村
庄
屋

の
褒
賞
制
度
が
整
え
ら
れ
、
賞
与
の
事
例
が
多
く
な
る
。

　
江
戸
時
代
末
期
を
代
表
す
る
農
政
学
者
・
佐
藤
信
渕
は
、
天
保
十
三
年
の
著
「
物

価
余
論
殺
害
」
の
中
で
、

　
百
姓
掛
の
役
人
は
、
唯
収
納
を
多
く
取
上
る
を
手
柄
と
心
得
て
、
百
姓
を
教
化

　
し
て
義
に
勇
み
、
道
を
修
め
し
む
る
者
の
あ
る
こ
と
を
聞
か
ず
。
百
姓
等
、
皆

　
本
性
を
失
て
、
種
々
の
散
漫
（
い
た
ず
ら
）
を
為
す
と
雖
も
、
其
刑
罰
も
亦
厳

　
し
か
ら
ざ
る
を
以
て
（
下
略
）
。

と
述
べ
て
い
る
が
、
幕
府
や
藩
で
は
、
彼
が
指
摘
す
る
は
ど
悠
長
に
構
え
て
い
た

の
で
は
な
か
っ
た
。
い
や
む
し
ろ
、
い
か
に
も
な
ら
な
い
現
実
に
対
し
て
、
講
じ

尽
し
た
諸
政
策
の
あ
げ
く
に
、
「
百
姓
を
教
化
し
て
、
義
に
勇
み
、
道
を
修
め
し
む

る
こ
と
」
を
志
向
し
た
結
果
が
、
右
に
見
て
来
た
如
き
「
褒
賞
」
の
多
出
す
る
原

因
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
先
に
見
た
「
孝
義
姓
畳
縁
」
に
よ
る
と
、
手
鳴
手
水
で
は
、
寛
政
七
年
以
降
、

安
政
三
年
ま
で
の
間
の
「
褒
賞
者
」
三
十
一
人
中
、
「
孝
行
者
」
十
人
、
「
貞
実
者
」

ハ
人
、
コ
番
皆
済
者
」
十
二
名
、
「
農
業
出
精
者
大
名
と
な
り
、
コ
番
皆
済
者
」

の
褒
賞
例
が
最
も
多
い
。
手
鳴
子
永
津
留
村
以
下
十
四
か
村
に
「
一
番
皆
済
者
」

つ
ま
り
、
年
貢
完
納
の
一
番
乗
り
の
表
賞
一
名
ず
つ
の
ほ
か
、
原
則
と
し
て
、
一

村
一
名
以
上
の
「
貞
実
者
」
か
「
孝
行
者
」
が
登
場
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
村
を

単
位
と
し
て
の
「
模
範
百
姓
」
は
、
何
ら
か
の
選
出
基
準
に
基
づ
く
も
の
と
思
わ

れ
る
。
そ
の
基
準
と
は
、
為
政
者
に
と
っ
て
の
「
期
待
さ
れ
る
農
民
像
」
で
あ
り
、

更
に
は
、
江
戸
幕
府
の
根
本
理
念
た
る
「
儒
学
」
に
よ
る
社
会
歌
道
を
通
し
て
の
、

体
制
維
持
志
向
に
外
な
ら
な
い
。
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注

（
圭
『
大
分
県
史
料
』
第
十
四
巻
所
収
「
岡
藩
法
令
」

（
２
）
別
府
大
学
文
学
部
史
学
科
所
蔵
史
料
。
「
上
巻
」
は
散
失
。
史
料
中
の
「
手
永
」
名
か
ら
、
小

　
　
兪
小
笠
原
領
に
関
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
３
）
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
所
収
『
徳
川
実
記
』
第
ハ
稿
享
保
五
年
五
月
十
二
日
条
。

（
４
）
（
３
）
に
同
じ
。
六
年
六
月
条
。

（
５
）
右
に
同
じ
。
『
続
徳
川
実
紀
』
第
一
稿
。
寛
政
元
年
三
月
条
、
及
び
『
御
触
書
天
保
集
成
』
第

　
　
五
回
一
四
号
。

（
６
）
『
御
触
書
天
保
集
成
』
第
五
二
五
五
号
。

（
７
）
　
（
６
）
に
同
じ
。
第
五
三
〇
九
号
。

（
８
）
『
宇
佐
近
世
史
料
集
』
第
二
集
所
収
、
「
櫨
徳
分
井
仕
立
方
年
々
抗
言
」
。
『
日
本
農
書
全
集
』

　
　
第
三
十
三
巻
所
収
、
後
藤
重
巳
「
櫨
徳
分
昇
仕
立
方
年
々
試
書
」
解
説
。

（
９
）
「
宇
佐
近
世
史
料
」
第
二
集
所
収
「
当
郡
困
窮
立
直
方
一
同
御
尋
之
上
、
御
仕
法
被
仰
渡
候

　
　
御
請
書
」

（
1
0
）
『
地
方
凡
例
録
』
巻
四
上
、
「
関
所
田
地
、
取
上
田
地
、
上
り
田
地
、
潰
れ
百
姓
上
げ
田
地
之

　
　
事
」

言
ご
『
大
分
県
史
料
』
第
十
四
巻
所
収
、
「
中
津
藩
法
」

（
1
2
）
大
分
県
玖
珠
郡
玖
珠
町
粟
野
、
占
後
完
氏
所
蔵
史
料
。

（
1
3
）
　
（
1
2
）
に
同
じ
。

（
1
4
）
別
府
大
学
文
学
部
史
学
科
所
蔵
「
屋
形
氏
文
書
」
所
収
「
天
保
十
一
年
七
月
、
記
録
帳
辻
所

　
　
載
。

（
1
5
）
『
日
出
藩
藩
政
史
料
』
所
収
、
「
関
勝
之
家
老
日
記
」
。
『
大
分
県
史
』
近
世
Ｈ
所
収
、
「
目
出

　
　
藩
」
参
照
。

（
1
6
）
『
本
居
宣
長
全
集
』
第
ハ
巻
所
収
、
『
秘
本
、
玉
く
し
げ
』

（
1
7
）
『
大
分
県
史
料
』
第
ト
四
巻
所
収
、
「
中
津
藩
法
」
宝
暦
三
年
五
月
条
。

（
1
8
）
『
佐
藤
信
渕
家
学
集
』
中
巻
所
収
。
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